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手
法
は
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
延
ば
し
程
度

し
か
な
い
。

将
来
図
か
、
努
力
目
標
か

財
政
検
証
の
基
本
ケ
ー
ス
は
、「
出
生
中

位
」（
1
人
の
女
性
が
生
涯
に
生
む
平
均
的
な

子
ど
も
数
1
・
26
児
）、「
経
済
中
位
」（
物
価
上

昇
率
1
・
0
％
、
賃
金
上
昇
率
名
目
2
・
5
％
、

運
用
利
回
り
名
目
4
・
1
％
）で
給
付
抑
制
の

最
終
38
年
度
で
も
所
得
代
替
率
は
50
・
1
％

を
維
持
可
能
と
さ
れ
た
。

金
額
表
示
す
る
と
、
厚
生
年
金
の
標
準
世

帯（
夫
と
専
業
主
婦
）で
月
額
22
・
3
万
円（
男

性
の
手
取
り
35
・
8
万
円
に
対
し
所
得
代
替
率

62
・
3
％
）か
ら
35
・
9
万
円（
同
71
・
6
万
円
、

50
・
1
％
）へ
。
こ
れ
で
は
、
ど
う
も
実
感
が
わ

か
な
い
。
物
価
上
昇
分
を
割
り
引
い
て
現
在
価

値
に
換
算
す
る
と
、
約
30
年
後
で
、
わ
ず
か
4

万
円
ア
ッ
プ
の
26
・
3
万
円
に
と
ど
ま
る（
男
性

の
手
取
り
賃
金
は
17
万
円
近
い
ア
ッ
プ
で
52
・

5
万
円
）。
こ
の
抑
制
策
は
、
す
で
に
受
給
中

の
高
齢
者
に
も
適
用
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
最
悪
ケ
ー
ス
は「
出
生
低
位
」

（
同
1
・
06
児
）と「
経
済
低
位
」（
各
1
・
0
％
、
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先
の
見
え
な
い
経
済
混
迷
の
渦
中
で
、
老

後
を
支
え
る
年
金
の
動
向
が
気
が
か
り
だ
。

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
1
0
0
年
後
ま
で

見
通
す
「
財
政
検
証
」
を
改
め
て
見
詰
め
た

い
。

少
子
長
命
化
に
伴
う
給
付
抑
制

保
険
料
･
率
は
2
0
1
7
年
で
固
定
さ
れ

る（
厚
生
年
金
18
・
3
％
、
国
民
年
金
1
万
6

9
0
0
円
）。
当
然
な
が
ら
保
険
料
収
入
は
頭

打
ち
に
な
り
、
そ
の
範
囲
内
で
給
付
を
調
整

す
る「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」が
導
入
さ
れ

た
。
簡
潔
に
言
え
ば
、
少
子
化
に
伴
う
収
入

減
と
長
命
化
に
伴
う
支
出
増
に
応
じ
年
金
額

を
抑
え
込
む
仕
掛
け
だ
。

従
来
の「
給
付
建
て
」に「
拠
出
建
て
」の
要

素
が
盛
り
込
ま
れ
、
5
年
間
隔
で
主
に
保
険

料
･
率
を
見
直
し
た「
財
政
再
計
算
」も
、
09

年
か
ら
年
金
水
準
の
方
を
調
整
す
る「
財
政

検
証
」に
変
わ
っ
た
。

そ
の
年
金
水
準
は「
所
得
代
替
率
」で
示
さ

れ
る
。
男
性
の
平
均
的
な
手
取
り
賃
金（
賞

与
込
み
）の
最
低
50
％
の
確
保
を
政
府
は
約

束
し
た
。
こ
の
た
め
給
付
抑
制
に
加
え
、
基

礎
年
金（
国
民
年
金
）の
国
庫
負
担
を
2
分
の

1
ま
で
引
き
上
げ
、
積
立
金
も
次
第
に
取
り

崩
す
、
い
わ
ば
総
力
戦
に
突
入
し
た
。
残
る

●

年
金
の
財
政
検
証
●

「
つ
じ
つ
ま
」の
合
う

社
会
変
革
を
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2
・
1
％
、
3
・
9
％
）で
、
所
得
代
替
率
は

43
・
1
％
ま
で
落
ち
込
む（
図
参
照
）。

マ
ス
メ
ディ
ア
は
、
現
下
の
経
済
情
勢
を
踏

ま
え
、「
読
み
が
甘
す
ぎ
る
」、「
50
％
確
保
の

た
め
に
逆
算
」な
ど
と
酷
評
し
た
。
確
か
に

恐
慌
寸
前
の
現
状
を
見
れ
ば
、
最
悪
ケ
ー
ス

で
も
甘
い
。
た
だ
し
、
1
0
0
年
先
の
予
測
は
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「
神
の
領
域
」で
あ
る
。「
人
間
の
領
域
」と
し

て
可
能
な
の
は
、
こ
の
検
証
を
軸
に
経
済
や

社
会
を
変
革
し
て
い
く
こ
と
だ
。

「
拠
出
建
て
」
の
悲
劇
を
補
う

他
の
主
な
前
提
条
件
を
見
る
と
、
男
女
20

〜
24
歳
の
労
働
力
率
は
08
年
度
の

69
・
5
％
か
ら
30
年
度
の
77
・
8
％

へ
、
女
性
30
〜
34
歳
は
62
・
8
％

か
ら
78
・
7
％
へ
、
男
性
60
〜
64

歳
も
70
・
9
％
か
ら
96
・
6
％
へ
上

昇
を
見
込
む（
労
働
政
策
研
究
･

研
修
機
構
の
労
働
力
需
給
推
計
）。

国
民
年
金
の
納
付
率
も
80
％
を
目

指
す
。

こ
の
極
め
て
高
い
目
標
を
い
か

に
達
成
す
る
か
。
政
治
、
行
政
、

民
間
が
総
力
を
あ
げ
る
ほ
か
な

い
。
財
政
検
証
は
、
将
来
予
測
で

あ
る
と
同
時
に
、
い
わ
ば
社
会
変

革
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
も
言
え
る
。

ま
た
、
近
年
は
拠
出
建
て
年
金

の
効
用
が
強
調
さ
れ
た
。
と
り
わ

け
企
業
年
金
で
は
使
用
者
側
は
運

用
低
迷
に
伴
う
追
加
負
担
を
免
れ

る
。
し
か
し
、
米
国
で
は
、
個
々
人
で
積
み
立

て
、
運
用
し
て
き
た
拠
出
建
て
の「
4
0
1

k
」に
よ
る
年
金
原
資
の
大
半
が
株
式
暴
落

で
激
減
し
た
。
金
融
危
機
の
最
中
に
引
退
時

期
を
迎
え
た
人
々
は
や
せ
細
っ
た
年
金
で
老

後
を
過
ご
す
。
引
退
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
悲
喜

劇
が
生
じ
る
の
だ
。

少
な
く
と
も
公
的
年
金
は
、
一
定
の
給
付

水
準
を
約
束
し
、
景
気
の
波
動
に
揺
れ
動
く

個
人
年
金
や
企
業
年
金
の
弱
点
を
補
う
制
度

で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
意
味
で
厚
生
年
金
が

平
均
的
賃
金
の
半
分
程
度
の
年
金
を
目
指
す

の
は
意
義
が
あ
る
。

今
回
の
財
政
検
証
が
、
所
得
代
替
率
50
％

確
保
へ
の「
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
」と
批
判
さ
れ

る
の
も
無
理
は
な
い
。
だ
が
、
若
者
の
就
労

率
を
高
め
る
、
子
育
て
し
な
が
ら
女
性
が
働

け
る
、
子
供
を
産
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
、

意
欲
が
あ
れ
ば
年
齢
に
関
係
な
く
働
き
続
け

ら
れ
る
。
そ
ん
な「
つ
じ
つ
ま
」の
合
う「
世
直

し
」へ
の
呼
び
か
け
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と

も
大
事
で
は
な
い
か
。

■
宮
武

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
。
毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、
埼
玉

県
立
大
学
教
授
を
経
て
、
現
在
、
目
白
大
学
教
授
。

近
著
に
『
介
護
保
険
の
再
出
発

医
療
を
変
え
る
・
福
祉
も
変
わ
る
』

（
保
健
同
人
社
）。
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図 厚生年金の所得代替率の見通し
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